
 三十七 

 
 

福
澤
諭
吉
『
覚
』
に
つ
い
て
の
考
察 

諭
吉
と
同
時
代
に
生
き
た
肥
後
熊
本
藩
隊
長
山
川
亀
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
垣 

房
子
（
中
之
島
図
書
館
） 

  

こ
の
度
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
左
記
の
資
料
を
寄
贈
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
資
料
と
そ
れ
に
関

わ
る
人
物
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

  
 

 
 

覚 

一 

金
弐
拾
五
両
也 

右
は
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵 

練
法
翻
訳
料
百
弐
拾
五
両 

之
内
金
と
し
て
前
書
之
高 

慥
ニ
請
取
申
候 

当
年
中 

訳
書
出
来
候
丈
ヶ
七
八
拾
枚 

差
上
、
尚
又
来
正
月
二
十
日
頃 

七
八
拾
枚
差
上
可
申
、
金
子
之
義 

ハ
其
都
々
御
遣
し
可
被
下
候 

以
上 

十
二
月
廿
三
日 

福
澤
諭
吉 

＊
三
箇
所
に
「
福
澤
諭
吉
」
角
印
の
押
印
あ
り
。 

 

こ
の
ち
い
さ
な
（
二
八
㎝
×
一
六
㎝
）
書
付
は
筆
者
の
実
父
山
川
信
夫
が
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
所
有
し
て
い

た
信
夫
も
他
界
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
も
良
く
な
い
と
、
若
干
の
調
査
を
し
た
。
山
川
信
夫
（
一
九
九
四
年

没
）
は
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
安
永
の
出
身
で
、
生
前
か
ら
「
福
澤
諭
吉
の
書
付
が
あ
る
。」
と
言
っ
て

い
た
。
信
夫
の
書
き
残
し
た
も
の
等
か
ら
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 



 三十八 

第
一
章 

福
澤
諭
吉
『
覚
』
か
ら
考
察
し
た
こ
と 

◇
福
沢
諭
吉
の
真
筆
で
あ
る
か
？ 

確
か
に
「
福
澤
諭
吉
」
と
は
読
め
る
が
ほ
ん
の
ち
い
さ
な
一
枚
の
書
付
で
あ
り
、
虫
喰
い
も
あ
り
、
保
存
状
態
は

よ
く
な
い
。
福
澤
諭
吉
の
残
さ
れ
た
他
書
簡
等
と
比
較
し
て
も
か
ら
筆
遣
い
は
福
澤
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

◇
何
年
の
書
付
か
？ 

「
十
二
月
廿
三
日
」
と
い
う
日
付
は
何
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？
年
末
か
ら
年
明
に
か
け
て
翻
訳
の
作
業

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。「
千
八
百
六
十
七
年
式
」と
あ
る
の
で
、当
然
そ
の
後
で
あ
る
が
、

一
八
六
七
年
は
す
な
わ
ち
慶
応
三
年
一
月
に
、
福
澤
諭
吉
は
幕
府
の
軍
艦
受
取
委
員
の
随
員
・
通
訳
と
し
て
二

回
目
の
渡
米
を
果
た
し
、
六
月
に
帰
朝
、
多
額
の
資
金
を
用
意
し
多
く
の
書
籍
を
買
っ
て
き
て
い
る
。
帰
国
の
七

月
に
は
渡
米
中
の
摩
擦
が
嵩
じ
て
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
塾
の
教
科
書
用
と
仙
台
藩
と
紀
州
藩
の
た
め
に
大
量
に

購
入
し
て
き
た
洋
書
が
、
神
奈
川
奉
行
の
も
と
で
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
が
、
十
月
に
は
謹
慎
処
分
は
解
除
と
な
り
、

荷
物
も
年
が
明
け
た
一
八
六
八
年
に
は
新
銭
座
の
塾
に
引
き
取
ら
れ
た
。
四
月
に
は
諭
吉
が
新
銭
座
の
英
学

塾
を
「
慶
應
義
塾
」
と
名
づ
け
、
塾
経
営
と
翻
訳
・
著
述
に
専
念
し
た
年
で
あ
る
。
そ
の
九
月
八
日
に
明

治
と
改
元
さ
れ
た
。 

後
に
述
べ
る
熊
本
藩
の
状
況
、
新
政
府
兵
部
省
な
ど
の
時
代
背
景
か
ら
見
る
と
一
八
六
七
年
か
ら
一
八
七
〇

年
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。 

 ◇
「
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵
練
法
」
と
は
ど
の
翻
訳
書
の
こ
と
か
？ 

こ
の
『
覚
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵
練
法
」
が
翻
訳
作
業
は
諭
吉
が
訳
し
た
の
で
は
な
く
、

事
務
的
に
請
け
負
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

福
澤
が
翻
訳
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

の
巻
末
に
あ
る
「
英
字
新
聞
の
翻
訳
」
（
三
七
五
頁
）
と
い
う
コ
ラ
ム
に
も
書
か
れ
て
い
る
。 

中
津
藩
の
小
幡
篤
次
郎
（
中
略
）
ら
六
名
を
呼
び
寄
せ
て
塾
生
と
し
た
の
は
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
新
聞
の
翻
訳
は
こ
れ
ら
の
塾
生
を
養
う
た
め
の
金
策
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
福
沢
に

と
っ
て
の
洋
学
塾
経
営
の
必
要
と
、
諸
藩
に
と
っ
て
の
情
報
収
集
の
必
要
と
の
間
に
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

翻
訳
原
稿
の
筆
写
に
つ
い
て
は
、
中
津
藩
三
輪
光
五
郎
の
談
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

「
多
分
横
字
新
聞
か
雑
誌
の
翻
訳
で
せ
う
、
政
治
経
済
兵
器
等
に
関
す
る
翻
訳
の
原
稿
を
、
一
月
何
回

か
十
冊
ば
か
り
、
中
津
か
ら
来
た
学
生
が
九
人
か
十
人
で
写
し
ま
し
た
。
一
冊
は
十
行
二
十
字
詰
で
十
五



 三十九 

六
枚
も
あ
り
ま
し
た
ら
う
、
こ
れ
を
急
い
で
写
す
の
で
す
が
、
書
い
て
あ
る
事
柄
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
聞

い
た
事
も
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
か
ら
、
写
す
の
に
も
手
間
が
取
れ
ま
す
。
（
中
略
）
其
十
冊
の
写
本
を
先
生

は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
浜
町
の
熊
本
藩
邸
に
居
た
国
友
某
と
い
ふ
人
な
ど
は
、
其
配
布

を
受
け
た
や
う
で
す
。
そ
し
て
写
字
を
命
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
中
津
の
学
生
に
限
っ
て
い
ま
し
た
。
」 

ま
た
、
翻
訳
料
の
相
場
は
「
五
三
山
口
良
蔵
宛
書
簡
慶
応
四
年
六
月
七
日
付
」
（
一
〇
〇
頁
）
で
は
、
訳
書
の

種
別
に
よ
る
ペ
ー
ジ
あ
た
り
の
翻
訳
料
を
提
示
し
て
い
る
。 

「
一
、
兵
書
。
窮
理
書
。
地
理
書
。
舎
密
書
。
新
聞
紙
之
類 

十
行
二
十
字
之
訳
書
壱
枚
ニ
付 

代
金
壱
両 

一 

政
治
書
。
経
済
書
。
万
国
公
法
。
兵
制
論
等 

都
て
議
論
文
、
同
断
ニ
付 

代
金
壱
両
三
分 

右
之
通
何
時
ニ
て
も
、
日
を
限
り
無
相
違
翻
訳
仕
候
」  

（
『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
よ
り
） 

「
覚
」
に
よ
る
と
翻
訳
料
は
百
弐
拾
五
両
と
い
う
大
金
で
あ
り
、
七
八
拾
枚
に
分
割
し
て
い
る
と
い
う

分
量
と
し
て
も
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
訳
書
と
考
え
ら
れ
る
。
金
銭
の
管
理
は
厳
密
で
あ
っ
た
福
澤
が
、

一
時
金
に
も
「
覚
」
と
し
た
た
め
押
印
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ち
な
み
に
、
熊
本
藩
か
ら
の
依
頼
で
翻
訳
を
し
た
こ
と
は
、
会
田
倉
吉
著
「
福
沢
諭
吉
」（
吉
川
弘
文
館 

人

物
叢
書
新
装
版
一
六
九
頁
）
に
記
述
が
あ
る
。 

「
明
治
元
年
の
入
学
（
慶
應
義
塾
・
筆
者
補
記
）
者
数
は
一
〇
三
名
、
そ
れ
か
ら
二
年
が
二
五
八
名
、

三
年
は
三
二
六
名
と
い
う
よ
う
な
勢
い
で
、
そ
の
た
め
同
二
年
に
は
、
熊
本
藩
か
ら
頼
ま
れ
て
翻
訳

し
た
『
洋
兵
明
鑑
』
五
冊
何
百
部
か
の
買
い
上
げ
代
金
六
〇
〇
両
で
、
二
階
建
講
堂
一
棟
を
増
築
し

た
ほ
か
・
・
・
」 

問
題
の
「
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵
練
法
」
が
、
こ
の
『
洋
兵
明
鑑
』
に
あ
た
る
の
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
て

な
い
。 

 

他
に
『
洋
学
史
事
典
』
日
蘭
学
会
編 

（
雄
松
堂
出
版 

一
九
八
四
年
刊
）
の
記
述
を
参
考
に
以
下
の
二

書
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

「
英
国
歩
操
新
式
」
橋
爪
貫
一
訳 

三
巻
五
冊 

明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
刊 

原
書
は
一
八
六
二
年
の
制
定
な
る
も
の
を
、
ス
ナ
イ
ド
ル
元
込
銃
の
採
用
に
よ
っ
て
一
八
六
七
年
に

改
正
し
た
英
国
陸
軍
の
歩
兵
操
練
書Field E

xercise and evolution of infantry.

で
あ
り
、
１
．

生
兵
・
小
隊
教
練
、
２
．
中
隊
教
練
、
大
隊
教
練
か
ら
な
る
。 

「
英
国
歩
兵
練
法
」
一

赤
松
小
三
郎
訳 

八
冊 

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
年
）
刊
。 

原
書
はField E

xercise and E
volution of Infantry.

の
一
八
六
二
年
版
を
基
に
一
八
六
四
年
を

用
い
て
補
入
し
て
い
る
。
内
容
は
、
１
．
生
兵
・
小
隊
、
２
．
中
隊
、
３
．
施
条
銃
使
用
法
、
４
．



 四十 

同
上
、
５
．
大
隊
、
６
．
同
上
、
７
．
大
隊
運
動
、
８
．
軽
歩
兵
兵
で
、
他
に
一
八
六
四
年
版
を
用

い
た
慶
応
四
年
版
が
あ
り
、
別
に
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
刊
の
『
重
訂
英
国
歩
練
法
』
九
冊
が

あ
っ
て
、
横
隊
編
と
要
用
の
諸
件
編
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。 

一
八
六
七
年
式
と
明
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
改
訂
版
か
と
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
福
澤
は
著
作
権
に
関
し
て
非
常
に
厳
格
で
あ
っ
た
の
で
、
右
翻
訳
書
で
あ
れ
ば
、
翻
訳
者
と

の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
も
疑
問
が
残
る
。 

こ
の
翻
訳
書
の
特
定
は
今
後
調
査
を
続
け
た
い
。 

 

◇
福
澤
諭
吉
『
覚
』
は
誰
宛
に
書
か
れ
た
も
の
か
？ 

福
澤
諭
吉
『
覚
』
は
熊
本
藩
士
山
川
亀
三
郎
（
清
房
）
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

山
川
亀
三
郎
は
『
覚
』
を
所
持
し
て
い
た
、
故
山
川
信
夫
の
祖
父
、
つ
ま
り
筆
者
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
。

亀
三
郎
は
幕
末
明
治
に
肥
後
熊
本
（
細
川
）
藩
の
藩
兵
で
あ
り
、
陸
軍
の
砲
兵
隊
の
技
術
は
フ
ラ
ン
ス
の

将
校
に
学
び
、
海
軍
の
操
艦
術
は
英
国
士
官
に
教
わ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

山
川
信
夫
が
父
（
正
）
か
ら
譲
り
受
け
た
か
、
亀
三
郎
が
建
て
た
熊
本
の
屋
敷
（
上
益
城
郡
益
城
町
広
安

村
字
安
永
）
を
処
分
し
た
時
に
保
管
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
章 

山
川
亀
三
郎
（
清
房
）
に
つ
い
て 

 
 

 

福
澤
諭
吉
の
生
ま
れ
は
太
陰
暦
一
八
三
四
年
一
二
月
一
二
日
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
太
陽
暦
で
い
う
と
一
八
三

五
年
（
天
保
五
年
）
一
月
一
〇
日
に
あ
た
る
。
先
に
考
察
し
た
『
覚
』
の
受
取
人
と
考
え
ら
れ
る
山
川
亀
三
郎
の
生

年
は
一
八
三
五
年
と
い
わ
れ
る
の
で
、
ほ
ぼ
同
年
代
と
な
る
。
激
動
の
幕
末
明
治
を
同
年
代
と
し
て
生
き
た

ふ
た
り
の
か
か
わ
り
が
興
味
深
い
。
慶
応
か
ら
明
治
に
福
澤
諭
吉
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る 

 
 
 
 
 
 

山
川
亀
三
郎
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

 

以
下
は
山
川
亀
三
郎
の
孫
に
あ
た
る
山
川
信
夫
が

生
前
、
書
き
残
し
た
著
書
『
山
川
家
の
人
々
』（
昭

和
四
五
年 

教
育
タ
イ
ム
ス
）
か
ら
の
引
用
で
あ

る
。 

◇
亀
三
郎
（
清
房
）
の
生
い
立
ち
と
軍
人
と
し
て 

の
経
歴 

山
川
家
は
も
と
福
島
正
則
（
広
島
藩
）
の
家
臣



 四十一 

で
、
七
本
槍
で
有
名
な
賤
ヶ
岳
の
合
戦
の
際
、
敵
将
三
人
を
倒
し
た
。
福
島
家
が
亡
び
た
後
、
細
川

家
の
客
分
に
な
り
、
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
広
安
村
字
安
永
に
屋
敷
を
賜
り
、
現
在
も
住
民
に
「
山

川
山
」
と
呼
ば
れ
る
雑
木
林
の
一
区
画
が
残
っ
て
い
る
。 

 

山
川
家
の
近
代
の
中
興
の
祖
は
山
川
清
房
で
あ
る
。
彼
は
一
八
三
五
（
天
保
四
）
年
山
川
清
簾
（
き

よ
か
ど
）
の
三
男
と
し
て
安
永
に
生
ま
れ
た
。
母
は
津
久
礼
の
豪
族
鈴
木
家
の
出
で
あ
る
が
、
母
が

二
子
あ
る
家
の
後
添
い
に
来
た
た
め
に
、
幼
名
亀
三
郎
と
呼
ば
れ
た…

（
中
略
）
少
年
時
代
、
熊
本

藩
の
塾
生
と
な
っ
て
か
ら
は
学
力
衆
に
秀
で
、
居
寮
長
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
明
治
変
革
期
の
軍
人

と
し
て
成
績
よ
く
、
賞
与
と
し
て
金
二
千
疋
を
戴
い
た
と
い
う
。
浦
賀
に
米
艦
が
来
た
時
、
彼
は
二

十
歳
で
選
抜
さ
れ
て
、
肥
後
藩
兵
と
し
て
同
地
に
出
兵
す
る
際
、
お
別
れ
に
津
久
礼
の
祖
母
を
訪
れ

た
。
祖
母
は
畳
の
上
に
は
上
げ
ず
、
腰
か
け
た
ま
ま
で
出
兵
の
祝
杯
を
と
ら
せ
、「
亀
三
郎
は
切
れ
る

刀
を
も
っ
て
い
る
か
」
と
ね
ん
ご
ろ
に
尋
ね
た
と
い
う
。
厳
格
の
中
に
も
愛
情
に
満
ち
た
こ
の
賢
明

な
外
祖
母
は
、
古
武
士
そ
の
ま
ま
の
清
房
の
人
格
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

＊ 

肥
後
藩
は
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
の
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
四
日
後
の
六
月
七
日
、
幕
府
か
ら
相
州
（
神

奈
川
県
）
沿
岸
本
牧
の
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
、
藩
兵
三
〇
〇
名
を
派
遣
し
て
い
る
。 

『
熊
本
県
史 

近
代
編
第
一
巻
』
二
六
二
頁
よ
り 

 

 

肥
後
藩
兵
と
し
て
で
あ
る
か
、
明
治
政
府
の
軍
人
と
し
て
で
あ
る
か
、
時
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

陸
軍
の
砲
兵
隊
の
技
術
は
フ
ラ
ン
ス
将
校
に
学
び
、
海
軍
の
操
艦
技
術
は
英
国
仕
官
に
教
わ
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
英
国
の
士
官
官
か
ら
時
計
を
買
う
時
、
金
時
計
も
銀
時
計
も
中
の
機
械
は
同
一
で
あ
る

こ
と
を
確
か
め
て
、
銀
時
計
を
買
い
受
け
、
長
い
間
愛
用
し
て
い
た
が
、
遠
州
灘
で
肥
後
藩
の
軍
艦

が
遭
難
し
、
彼
は
陸
地
に
泳
ぎ
つ
い
た
が
、
長
時
間
の
遭
難
に
も
彼
の
所
持
す
る
時
計
だ
け
は
狂
わ

な
か
っ
た
と
自
慢
し
て
い
た
。 
 

 
 

 

『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

＊ 

明
治
三
一
（
八
七
〇
）
年
二
月
、
兵
部
省
は
各
藩
の
常
備
兵
員
を
定
め
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
肥

後
藩
は
、「
三
月
藩
士
強
壮
ノ
者
撰
ン
デ
英
式
ニ
傚
（
な
ら
）
ヒ
常
備
兵
二
大
隊
（
中
略
）
予
備
兵
一
大
隊

砲
兵
二
隊
（
中
略
）
に
編
制
」
し
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
こ
の
英
式
常
備
兵
は
翌
年
秋
の
兵
部
省
の
兵
制

改
革
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
仏
式
に
変
革
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 
 

『
熊
本
県
史 

近
代
編
第
一
巻
』
二
六
九
頁
よ
り 

 

清
房
は
若
い
頃
か
ら
、
陸
軍
・
海
軍
の
兵
術
を
フ
ラ
ン
ス
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
つ
い
て
学
ん
だ
だ
け
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に
、
外
国
語
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
生
活
技
術
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
を
早
く
か
ら
身
に

つ
け
、
ぶ
ど
う
酒
を
呑
み
、
パ
ン
や
牛
肉
を
食
し
、
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
マ
ー
マ
レ
イ
ド
・
ト
マ
ト

等
を
用
い
て
い
た
。
清
房
の
人
と
な
り
を
最
も
端
的
に
表
現
す
る
も
の
に
、
次
の
こ
と
が
あ
る
。
家

に
は
三
丁
の
ア
メ
リ
カ
製
六
連
発
拳
銃
が
あ
っ
た
。
屋
敷
は
周
辺
よ
り
少
し
高
く
、
ち
ょ
っ
と
城
郭

を
思
わ
せ
る
感
じ
の
地
形
で
、
家
屋
の
四
方
の
壁
と
戸
袋
に
は
銃
眼
が
作
ら
れ
て
あ
っ
て
、
屋
敷
の

ど
の
方
向
か
ら
賊
が
う
か
が
っ
て
も
射
撃
が
で
き
る
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
更
に
、
妻
と
小
さ

い
娘
達
に
は
ア
メ
リ
カ
製
六
連
発
拳
銃
の
射
撃
訓
練
を
さ
せ
た
そ
う
で
、
近
く
に
あ
る
自
己
所
有
の

桑
畑
の
土
手
に
紙
に
書
い
た
標
的
を
つ
く
り
、
手
を
取
っ
て
訓
練
さ
せ
た
。
そ
の
往
復
に
は
、
暴
発

し
て
も
人
に
害
を
与
え
な
い
た
め
に
、
娘
達
に
、
歩
兵
が
小
銃
を
か
つ
ぐ
形
で
、
短
い
ピ
ス
ト
ル
を

か
つ
が
せ
て
歩
か
せ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 
 

 
 
 

『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

 

◇ 

山
川
亀
三
郎
（
清
房
）
と
堺
事
件 

山
川
亀
三
郎
が
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
に
登
場
す
る
。
幕
末
大
坂
の
二

堺
事
件
で
あ
る
。
堺
事
件
と
、
そ
の

際
、
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
土
佐
藩
士
を
護
送
し
た
山
川
隊
長
の
こ
と
を
記
録
し
た
文
書
は
、
三
つ
あ
る
。

一
番
古
い
の
は
、
森
鷗
外
の
小
説
『
堺
事
件
』「
新
小
説
」
第
一
九
号
第
二
巻
（
大
正
三
年
二
月
一
日
発
行
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
山
川
亀
三
郎
を
亀
太
郎
と
記
述
し
て
い
る
。
次
い
で
昭
和
一
二
年
四
月
、
宝
文
館
刊

行
の
寺
石
正
路
著
『
明
治
元
年
土
佐
藩
士
泉
州
堺
烈
挙
』（
一
二
九
頁
）
が
あ
る
。
三
点
目
は
徳
富
蘇
峰
の

大
著
、「
近
世
日
本
国
民
史
」『
明
治
天
皇
御
宇
史
』
第
八
冊
（
明
治
書
院
昭
和
一
八
年
刊
、
七
二
頁
）
で

あ
る
。 

 

堺
事
件
と
は
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
二
月
一
五
日
、
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
デ
ュ
プ
レ
ー
号
水
兵
の
堺
市
中

狼
藉
に
よ
り
、
堺
を
警
護
し
て
い
た
土
佐
藩
兵
が
フ
ラ
ン
ス
兵
一
一
名
を
殺
傷
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治

新
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
の
強
硬
な
抗
議
に
よ
り
、
土
佐
藩
士
二
〇
名
に
切
腹
を
命
じ
、
一
週
間
後
の
二
月
二

三
日
、
泉
州
堺
の
妙
国
寺
が
切
腹
の
場
と
決
ま
っ
た
。
同
時
に
肥
後
熊
本
藩
と
安
芸
広
島
藩
に
、
大
阪
長

堀
の
土
佐
藩
邸
か
ら
、
土
佐
藩
烈
士
二
〇
名
を
、
妙
国
寺
ま
で
護
送
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
肥

後
（
細
川
）
藩
隊
長
が
山
川
亀
三
郎
で
あ
っ
た
。 

 

森
鷗
外
『
堺
事
件
』
の
記
述
よ
り 

先
手
は
両
藩
の
下
役
人
数
で
、次
に
兵
卒
数
人
が
続
く
。次
は
細
川
藩
の
留
守
居
馬
場
彦
左
衛
門
、

同
藩
の
隊
長
山
川
亀
太
郎
、
浅
野
藩
の
重
役
渡
邊
競
の
三
人
で
あ
る
。
陣
笠
小
袴
で
馬
に
跨
り
、
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持
鑓
を
竪
て
さ
せ
て
い
る
。
次
に
兵
卒
数
人
が
行
く
。
次
に
大
砲
二
門
を
挽
か
せ
て
行
く
。
次
が

二
十
挺
の
駕
籠
で
あ
る
。
駕
籠
一
挺
毎
に
、
装
剣
の
銃
を
持
っ
た
六
人
の
兵
が
附
く
。
二
十
挺
の

前
後
は
、
同
じ
く
装
剣
の
銃
を
持
っ
た
兵
が
百
二
十
人
囲
ん
で
い
る
。
後
押
は
銃
を
負
っ
た
騎
兵

二
騎
で
あ
る
。
次
に
両
藩
の
高
張
提
灯
各
十
挺
が
行
く
。
次
に
両
藩
士
卒
百
数
十
人
が
行
く
。
以

上
の
行
列
の
背
後
に
少
し
距
離
を
取
っ
て
、
土
佐
藩
の
重
臣
始
め
数
百
人
が
続
く
。
長
径
凡
そ
五

丁
で
あ
る
。 

長
堀
を
出
発
し
て
暫
く
進
ん
で
か
ら
、
山
川
亀
太
郎
が
駕
籠
に
就
い
て
一
人
々
々
に
挨
拶
し
て
、

箕
浦
の
駕
籠
に
戻
っ
て
こ
う
云
っ
た
。「
狭
い
駕
籠
で
、
定
め
て
窮
屈
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
其
上
長

途
の
事
ゆ
え
、
簾
を
垂
れ
た
儘
で
は
、
鬱
陶
し
く
思
わ
れ
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
簾
を
捲
か
せ
ま
せ

う
か
」
と
云
っ
た
。「
ご
厚
意
忝
う
存
じ
ま
す
差
構
な
い
事
な
ら
、
さ
や
う
願
い
ま
せ
う
」
と
箕
浦

が
答
え
た
。
そ
れ
で
駕
籠
の
簾
は
す
べ
て
巻
き
上
げ
ら
れ
た
。
又
暫
く
進
む
と
、
山
川
が
一
人
々
々

の
駕
籠
に
就
い
て
「
茶
菓
の
用
意
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
お
望
み
の
方
に
差
上
げ
た
い
。」
と
云
っ

た
。 

両
藩
の
二
十
人
に
対
す
る
取
扱
は
、
万
事
非
常
に
鄭
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

寺
石
正
路
著
『
明
治
元
年
土
佐
藩
士
泉
州
堺
烈
挙
』
の
記
述
よ
り 

高
知
県
郷
土
史
家
寺
石
正
路
は
昭
和
一
〇
年
頃
、
堺
事
件
を
調
べ
る
う
ち
に
、
切
腹
し
た
藩
士
の
遺
品

類
が
熊
本
県
の
山
川
家
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
肥
後
藩
隊
長
山
川
亀
三
郎
の
娘
婿

山
川
正
に
そ
の
閲
覧
を
申
し
で
て
い
る
。
遺
品
や
辞
世
の
句
等
に
接
し
、
大
い
に
感
激
、
堺
事
件
を
ま
と

め
た
そ
の
著
作
の
巻
頭
に
「
烈
士
遺
墨
三
葉
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。 

ま
た
、
山
川
亀
三
郎
の
縁
者
徳
富
蘇
峰
と
事
実
の
確
認
を
す
る
書
簡
を
交
換
し
て
い
る
。
同
著
の
巻
頭
に

徳
富
蘇
峰
の
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

徳
富
蘇
峰
先
生
書
簡 

 

（
前
略
）
然
る
に
尊
著
御
引
用
相
成
候
、
山
川
亀
太
郎
な
る
も
の
は
、
老
生
長
姉
の
夫
に
し
て
、

即
ち
老
生
の
義
兄
に
當
り
候
、
山
川
亀
三
郎
な
る
者
と
存
候
、
右
は
大
正
の
初
期
春
陽
堂
に
て
出

版
し
た
る
森
鷗
外
君
の
著
述
に
も
亀
太
郎
と
有
之
、
或
は
そ
れ
を
ご
襲
用
相
成
候
も
の
か
と
存
候
、

熊
本
藩
は
山
川
亀
太
郎
な
る
者
無
之
、
然
も
亀
三
郎
な
る
も
の
が
當
時
の
熊
本
兵
の
隊
長
に
有
之

候
、
而
し
て
堺
事
件
の
土
佐
人
士
と
関
係
あ
る
次
第
は
同
人
宅
に
左
の
書
類
等
有
之
候
間
、
何
か

の
御
参
考
に
可
相
成
と
差
出
候
、
即
ち
竹
内
弥
三
郎
君
の
辞
世
、
大
石
甚
吉
君
の
辞
世
二
点
、
川
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合
（
マ
マ
）
銀
太
郎
君
の
形
見
の
絹
の
布
片
、
右
三
種
及
そ
の
人
名
録
差
出
候
、
且
つ
山
川
亀
三

郎
な
る
者
の
身
分
を
証
明
す
る
為
兵
部
省
の
辞
令
一
通
、
熊
本
藩
要
人
の
口
上
書
一
通
差
出
候
。 

 
右
の
次
第
に
就
き
、
老
生
の
如
き
も
単
に
熊
本
県
人
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
此
事
に
若
干
の

関
係
あ
る
者
の
親
類
と
し
て
、
最
も
尊
書
に
向
て
感
謝
措
く
能
は
ざ
る
も
の
に
候
。
匇
々
頓
首 

昭
和
九
年
十
二
月
初
六 

蘇
峰
迀迀迀迀
生 

寺
石
先
生 

玉
机
下 

 

◇ 

土
佐
藩
烈
士
の
遺
品 

堺
事
件
に
つ
い
て
、
亀
三
郎
（
清
房
）
は
後
年
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
彼
ら
は
け
っ
し

て
罪
を
犯
し
た
罪
人
で
は
な
い
。
国
家
の
た
め
に
一
身
を
さ
さ
げ
た
国
士
で
あ
る
。
元
禄
の
昔
、

大
石
良
雄
以
下
の
赤
穂
浪
士
が
細
川
藩
に
お
預
け
に
な
っ
た
時
の
故
事
に
習
っ
て
、
丁
重
に
遇
し

た
。」
と
、
死
を
決
し
た
烈
士
達
も
、
山
川
隊
長
が
指
揮
す
る
肥
後
藩
士
の
武
士
の
情
け
に
は
、
十

分
の
敬
意
を
表
し
た
。
藩
士
達
は
、
筆
・
紙
・
墨
を
用
意
し
て
、
後
日
の
記
念
に
一
筆
願
い
た
い

と
望
む
も
の
が
多
く
、
心
得
の
あ
る
烈
士
の
多
く
が
、
快
く
こ
れ
に
応
じ
た
。 

山
川
家
に
は
六
番
隊
士
大
石
甚
吉
の
辞
世
の
和
歌
、
八
番
隊
士
川
谷
銀
太
郎
が
紋
服
の
小
袖
を

刀
で
切
っ
て
、
行
年
、
姓
名
を
墨
書
し
た
絹
地
、
八
番
隊
員
竹
内
弥
三
郎
の
辞
世
の
和
歌
な
ど
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。 

君
の
た
め
死
亭て

魂
は
神
と
な
り 

早
く
攘
夷
の
な
る
を
守
ら
ん 

 

 

土
藩 

竹
内
弥
三
郎
藤
原
栄
久 

 

山
川
家
で
は
、
こ
れ
ら
の
遺
品
を
大
切
に
保
管
し
て
き
た

が
、
近
年
に
な
り
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
堺
妙

国
寺
に
一
式
を
寄
贈
し
た
。
山
川
亀
三
郎
関
連
で
幕
末
熊

本
の
動
向
を
し
た
た
め
た
手
紙
や
文
書
が
含
ま
れ
る
。
一

八
六
九
（
明
治
二
）
年
六
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
初
代

熊
本
藩
知
藩
事
を
任
じ
ら
れ
た
細
川
韶
邦
（
よ
し
く
に
）

宛
の
九
月
廿
五
日
付
太
政
官
文
書
等
興
味
深
い
文
書
が
含

ま
れ
て
い
る
。 
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明
治
期
の
亀
三
郎
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
章
が
あ
る
。「
肥
後
藩
隊
長
亀
三
郎
は
、
同
藩
錚
々
の
人
物

に
し
て
、
明
治
三
年
練
兵
を
天
覧
に
供
す
る
時
、
藩
兵
の
連
隊
司
令
と
な
り
、
兵
部
省
よ
り
下
文
の
感
状

を
給
わ
る
。
曰
く
、
熊
本
藩
山
川
亀
三
郎
先
般
練
兵
天
覧
之
の
節
聯
隊
司
令
申
付
候
處
勉
励
盡
力
候
に
付

目
録
之
通
差
遣
候
事
、
庚
午
五
月
兵
部
省
と
以
っ
て
そ
の
人
格
閲
歴
を
徴
す
る
。」、『
明
治
元
年
土
佐
藩
士 

泉
州
堺
烈
擧
』
よ
り 

 ◇ 

亀
三
郎
の
妻
常
子
は
徳
富
一
敬
三

の
長
女
／
徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
の
姉 

 

前
述
の
徳
富
蘇
峰
の
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
山
川
亀
三
郎
の
妻
常
子
は
蘇
峰
の
長
姉
に
あ
た
る
。
彼
ら

の
母
久
子
は
上
益
城
郡
益
城
町
の
矢
島
家
の
出
身
で
、
久
子
の
姉
は
熊
本
県
女
子
教
育
に
つ
く
し
た
竹
崎

順
子
、
妹
津
世
子
は
横
井
小
楠
に
嫁
ぎ
、
妹
ひ
と
り
矢
嶋
楫
子
は
日
本
基
督
教
婦
人
僑
風
会
創
設
し
た
。

常
子
も
早
く
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
を
し
て
お
り
、
亀
三
郎
の
死
後
（
明
治
三
七
年
没
）
は
父
母
・
一

敬
と
久
子
の
看
病
の
た
め
上
京
し
、
山
室
軍
平
の
救
世
軍
に
入
隊
し
、
佐
々
木
信
綱
門
下
に
入
り
歌
集
も

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
い
時
に
学
資
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
長
姉
の
た
め
に
蘇
峰
・
蘆
花
か
ら
著
作
や

国
民
新
聞
は
全
部
送
ら
れ
て
き
て
い
た
の
で
、
家
族
で
良
く
読
ん
で
い
た
。 

亀
三
郎
（
清
房
）
は
広
島
勤
務
の
時
、
同
藩
の
雨
森
ミ
ツ
子
と
結
婚
し
た
。
妊
娠
し
た
妻
を
肥

後
の
実
家
に
送
り
届
け
た
が
、
長
女
磨
智
（
ま
ち
）
は
実
家
で
生
ま
れ
、
事
情
は
分
か
ら
な
い
が
、

最
初
の
妻
と
は
間
も
な
く
離
婚
し
て
い
る
。
清
房
は
若
い
時
か
ら
経
済
的
に
苦
労
し
て
育
っ
た
の

で
、
兄
二
人
と
違
っ
て
質
素
倹
約
で
、
軍
人
と
し
て
の
俸
給
も
貯
蓄
し
、
退
職
の
時
の
一
時
金
と

合
わ
せ
る
と
、
相
当
の
財
力
の
余
裕
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
清
房
の
特
異
な
経
歴
と
財
力
は
地

方
で
は
注
目
の
的
と
な
り
、
こ
の
地
方
の
豪
族
で

あ
る
津
森
村
の
杉
堂
の
矢
島
直
方
は
、
徳
富
常
子

と
の
再
婚
の
世
話
を
し
た
。
常
子
は
水
俣
の
徳
富

一
敬
の
長
女
で
あ
る
が
、
一
度
結
婚
し
て
一
女
を

生
み
、
離
婚
し
て
家
に
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
江
義
塾
時
代
の
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
は
長
姉
の
結

婚
の
た
め
に
、
清
房
と
の
折
衝
等
の
役
割
を
果
た

し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人
は
木
山
の
『
丹
波
屋
』

の
二
階
を
か
り
て
家
庭
を
も
ち
、
そ
れ
ま
で
に
雨
森
家
に
預
け
て
あ
っ
た
長
女
磨
智
を
引
き
取
っ

た
。
明
治
一
五
、
六
年
頃
に
、
安
永
に
屋
敷
を
求
め
て
家
を
建
て
た
。『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
熊
本
の
地
で
新
し
い
時
代
を
築
い
て
い
っ
た
群
像
の
中
に
若
い
日
の
山

常子



 四十六 

川
亀
三
郎
が
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
軍
人
と
し
て
の
働
き
が
、
こ
の
ち
い
さ
な
書
付
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。 
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注 
                                        

          

 

一 

赤
松
小
三
郎
は
江
戸
時
代
後
期
洋
学
者
で
英
国
兵
書
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
が
、
慶
応
三
年
九
月
京
都
で
暗
殺
さ
れ
る
。  

二 

「
王
政
復
古
直
後
の
攘
夷
事
件
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
二
月
十
五
日
、
当
日
堺
に
入
港
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
水

兵
が
上
陸
し
周
辺
住
民
に
乱
暴
を
働
い
た
た
め
、
同
地
警
備
の
土
佐
藩
兵
が
襲
撃
し
十
一
名
を
殺
傷
し
た
事
件
。
こ
の

こ
ろ
こ
う
し
た
事
件
が
相
次
い
だ
が
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
新
政
府
は
外
国
と
事
を
か
ま
え
る
不
利
を
考
え
て
、
箕
浦

猪
之
吉
（
隊
長
）
以
下
二
十
名
（
う
ち
九
名
は
、
フ
ラ
ン
ス
艦
長
の
申
し
出
に
よ
り
助
命
）
の
土
佐
藩
士
に
切
腹
を
命

ず
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
要
求
を
す
べ
て
認
め
た
。」（
世
界
大
百
科
事
典
よ
り
）  

三 

徳
富
一
敬
は
横
井
小
楠
の
高
弟
で
あ
り
、
小
楠
が
一
八
六
九
年
に
暗
殺
さ
れ
た
後
、
相
弟
子
の
竹
崎
律
次
郎
は
明
治
維

新
の
際
、
細
川
藩
か
ら
熊
本
県
へ
の
藩
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。 
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